
日　時

会　場

形　式

登壇者 川野 晃太 氏/うみらぼ株式会社　代表取締役

早川 尚吾 氏/株式会社リブル　代表取締役CEO 

田村 直哉 氏/ベータ・ベンチャーキャピタル株式会社　ポートフォリオマネージャー　

参加
無料

Mie Startup 
Conference Vol.7

〜世界の海を変える！若者たち〜

オフライン開催＋オンラインの同時配信

1月29日（水） 14:30-16:45

伊勢商工会議所 中ホール
（三重県伊勢市岩渕1丁目7番17号 近鉄伊勢市駅から徒歩8分）

今回は海に関わる三重県内外のスタートアップ２社が登壇します。
志摩市にあった役目を終えた養殖場をソーシャル・イノベーションの場として再生し、ワーケーションやリモート
ワークといった新たな働き方に合わせた新たな価値を提供するうみらぼ株式会社と「世界一面白い水産業へ」をコ
ンセプトに、徳島県海陽町にある牡蠣養殖から日本の水産業の改革に取り組む株式会社リブルです。
地域資源を活かしたビジネスの魅力や立ち上げ方、そして資金調達までじっくり語っていただきます。

受付
オープニング
ゲストスピーチ
  ① 川野 晃太  氏
  ② 早川 尚吾  氏
トークセッション
「地域資源を活かしたビジネスの立ち上げ方」
 ゲスト 川野 晃太 氏、早川 尚吾 氏
 ファシリテーター 田村 直哉 氏
クロージング
交流会

14:00
14:30
14:40

15:00

15:45
15:50

申込期限：1月28日（火）12:00まで 
（定員に達し次第、受付を終了します）

 下記二次元コードから申し込みください

主催：三重県
運営：株式会社アルファドライブ
問い合わせ先：株式会社アルファドライブ  石田
Email： reiko.ishida@alphadrive.co.jp

【お申込み】【イベントスケジュール】



みえスタートアップ支援プラットフォームについて

ワンストップ窓口では以下のような相談を受け付けます

三重県亀山市出身。大学卒業後、国民生活金融公庫（現・日本政策金融公庫）へ入庫。
津支店をはじめ全国各地の地域拠点において創業企業・スタートアップへの融資実務や
スタートアップ・エコシステムの形成活動等を経験した後、本部間接部門の管理職とし
てスタートアップ支援施策や融資制度の企画を担当。 2024年4月、福岡市に拠点を置
くベータ・ベンチャーキャピタルへ転職し、現在はLPリレーションやポートフォリオ管
理を担当。

ベータ・ベンチャーキャピタル株式会社　ポートフォリオマネージャー　

　令和５年８月、三重県では県内発のスタートアップを創出することを目的とし、産学金官の関係機
関が一体となった支援体制「みえスタートアップ支援プラットフォーム」を立ち上げています。
　プラットフォームでは、令和６年６月19日（水）から、スタートアップ等からの起業・事業相談に
対応するワンストップ窓口を設置・運営開始しました。
ご相談は右下に記載の二次元コードからお申込みください。

登壇者プロフィール

川野 晃太 氏　

早川 尚吾 氏

総合商社に入社後、国内外で自動車向けの鋼材営業に従事しインドネシアの駐在を経
験。その後岩本（共同代表取締役）、高畑（共同創業者、取締役）と（株）リブルを
2018年に設立。 （株）リブルは、牡蠣養殖をメインに、人工種苗の生産/供給から自社
での養殖及び販売までを一気通貫で実践している養殖事業者であり、その養殖のノウハ
ウや環境変化をデータ化し、いわゆる漁師の勘をアプリシステムで支援先に提供するこ
とで、歩留向上や作業の適正化を図るシステム（スマート牡蠣養殖Oysmart）を展開。

株式会社リブル　代表取締役CEO 

うみらぼ株式会社　代表取締役

田村 直哉 氏

三重県志摩市出身。鈴鹿高専専攻科卒。留学、海外インターンを経て、電気自動車用製
品の事業開発に従事。その後、IT企業にて人事、広報、産学連携業務に携わった。現在
は、自動運転スタートアップに在籍。2022年7月にうみらぼ株式会社を創業し、空き家
となっている真珠養殖場跡地の再生に取り組み、2024年から宿泊のできる複合施設を
オープン。現在、海洋技術の実証実験施設としてマリンテックラボを計画中。

・起業、新規事業を考えているが、何から始めたら
     良いのかわからない
・事業計画（ビジネスプラン）を作りたい、見直したい　
・資金調達の方法を知りたい　　　　　       

県HP

ワンストップ
窓口

　・伴走支援をしてほしい
　・他社との協業を考えたい
　・三重県のスタートアップ支援を行いたい等


